
 

 

 

 

 

 

本通信では、都立学校と区市町村教育委員会向けに、ICT 環境整備と利活用の充実、GIGA スク

ール構想の円滑な導入支援を図るために、オンラインを活用した教育活動や児童・生徒一人一台端

末の活用についての実践事例を定期的に配信していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Society5.0 に向けた一人一台端末の活用のための実践事例通信 

学びのアップデート 
令和２年８月 19 日 

第１号 

東京都教育庁総務部 

教育政策課 

 

東京都教育委員会では、Society5.0 に向けて「TOKYO スマート・スクール・プロジェクト」

を推進し、学び方・教え方・働き方を改革していきます（資料１）。児童・生徒一人一台端末、

高速通信網、大容量クラウド等の ICT 環境が実現すると、学び方については、個別最適化され

た学びや子供同士の主体的・対話的な学びなどが促進されます。教え方については、学習ログを

活用したエビデンスベースの指導を行ったり、ビックデータの活用・分析により授業改善を図っ

たりする指導ができるようになります。働き方については、校務の効率化が図られることによ

り、子供たちと向き合う時間が確保され、よりきめ細かく指導することができるようになりま

す。このように、ICT 環境整備と利活用の充実を図り、子供たちの学ぶ意欲に応え、子供たちの

力を最大限に伸ばしていきます。 

資料１ 

１ TOKYO スマート・スクール・プロジェクト 

（出典：「未来の東京」戦略ビジョン P95 令和元（2019）年 12 月 東京都） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新学習指導要領に示されている資質・能力を育むには、指導方法、学習方法、学習環境等を

更新し、最新のものにする必要があります。また、Society5.0 に向けて、ICT 機器及び環境と

いうハード面と、それらをどう利用していくか、授業そのものをどのように構成するかという

ソフト面の両方のアップデートが求められています。 

そこで、これからの「学び」を最新のものに「アップデート」していただくことを願い、本

通信のタイトルを『学びのアップデート』としました。 

東京都教育委員会のホームページにも後日掲載する予定です。 

東京都の各自治体では、感染予防対策を行い、分散登校や時差登校等段階的に学校を再開

し、現在夏休みを迎えています。夏休み明けも緊急対応に備え、オンラインを活用した教育活

動の事前の準備と体制づくりが重要です。資料２は、「今後のオンラインを活用した教育活動

の例について」です。各校で ICT 利活用推進における取組の参考にしてください。 

２ WITH コロナ、ポストコロナにおけるオンラインを活用した学び 

３ 実践事例通信『学びのアップデート』 

1 外部講師による授業 

 

５ 課題（web テスト、プリント他）の配信と回収、感想や質問等の

フィードバックと回答 

 

 

２ 他校との合同授業 ６ オンラインによる児童・生徒との連絡、相談 

３ オンラインによる学習発表会 ７ 長期休業中や放課後の講習・補習での動画配信（オンデマンド） 

４ オンラインによる保護者会や学校説明会 ８ 自宅で動画を視聴し学校で意見交換をする授業 

 

 

 

 

１～４は児童・生徒一人一台体制でなくてもできること ５～８は児童・生徒一人一台常時接続体制でできること 

※一人一台常時接続体制では、授業の中で５ができるようになることが大切です。なぜなら、授業が教師から児童・生徒への一方向型から双
方向型になるとともに、配信するものや配信のタイミングを変えるだけで、様々な学習活動に取り入れることができるからです。 

 

資料２      今後のオンラインを活用した教育活動の例について 
 


